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＜連絡事項＞
・ケアプロセス、転倒転落アセスメント、口腔衛生などの各評価を行ってください。
・退院サマリーの身体状況は、OT紫葉、PT藤田が入力します。作成時は、声を掛けて下さ
い。
＜田名部Dr指示＞

・野村　才惠様～アレンドロン酸3/11分処方。

（今後は週1の内服となり、毎週処方するとのこと。）

また、右膝裏～下腿にかけて疼痛あり、パップスター処方となってい
る。主治医診察し、無理のないようにリハビリをするよう本人へ伝え　　ている。

＜船場Dr診察＞
・川守田　義男様～今後も排便・排ガス、腹部症状の観察を継続していく。また、また、便痛をつけるためにも、粥・キザミの低残渣食へ変更の指示あり。今昼から変更している。昨日の採血結果、確認して頂き、以前より劇的に良くなっているとのこと。特に指示なし。
・谷口　隆良様～本日で点滴終了。本日昼よりブリックゼリー各食1本、3/13（金）より粥・キザミ（ハーフ）低残渣食、メイバランスミニ各1本へ。飲水は可。排便・排ガスが続くようであれば、食事止めるようにとのこと。主治医より、昨日止めた内服は明日より再開の指示があったこと伝える。アミティーザカプセルは当院での取り扱いがないため、ビーマス配合錠6T　3×ndE　7日分処方。排便-2日から、継続指示のピコスルファートを服用の指示。
※牛乳禁・ヨーグルト可だが、メイバランス付きのためヨーグルトはつきません。
＜深澤Dr指示＞
・谷口　隆良様～昨日中止にした薬剤全て明日から再開の指示。主治医より、臨時薬のフロセミド、バルサルタン明日から15日分処方となる。
・阿部　和美様～【治】ﾌﾞﾚｸｽﾋﾟﾌﾟﾗｿﾞｰﾙ継続2ｍｇ 1 錠 1日1回　ねる前　7日分処方。
・玉田　たけ子様～明日膀胱留置カテーテル抜去し経過観察。排尿なければ、再挿入の指示。指示済み。
・三輪　一浩様～発赤疹あり、皮膚科に診てもらうよう指示あり。

・苫米地　伊登子様～吸引　3/10～3/18まで指示あり。
・苫米地　正義様～高血糖続いているため、3/11～アピドラ注（6-6-6-0）へ変更。3/24採血（院内セット、糖セット）の指示あり。
＜患者様連絡事項＞
・清水　進様～3/9 23:49死亡退院となっている。

・ワダ　マサヨシ様～3/13南病棟に直入院予定。
・三輪　一浩様～当直医の田中Drへ採血結果と発赤疹あること報告。薬疹の可能性を否定できないとのことで、抗生剤の点滴は本日分で終了、本体の点滴は3/11で終了の指示。
・安是　和子様～明日の定期薬からエチゾラム（0.5）1T　1×vds　中止。
・中村　淑子様～歯の残数少なく、誤嚥する可能性高いことから、本日昼よりパン禁となる。
・馬場　良様～歯の残数少なく、誤嚥する可能性高いことから、本日昼よりパン禁となる。
・三上　ミヨ様～3/19(木)14:00施設申し込みの為の本人状態確認に、ケアマネと娘様が来院予定。病棟Ns、SW対応。
・佐々木　睦子様～本日は夫様来院されなかった為、来院時にCSプラン申し込み用紙記入して頂いて下さい。南山苑の見学や申請については大川ＳＷ対応。便秘時継続指示のセンナリド2T/10回分処方。 

・中居　うた様～10:00 小規模多機能ｻﾝｼｬｲﾝ(入院前に利用していた所)、宿泊ﾛﾝｸﾞ利用の為の訪問調査あり。生活状況、状態説明し、ご本人様の歩行状態も確認し、受け入れ可能との返答をいただいている。入院前はショートステイ、長男様宅、長女様宅を各5日間ずつ泊る生活をされていたが、現在入院前より歩行状態不安定となっているため、まずは小規模多機能サンシャインへ退院し、その後の経過によっては入院前の生活に戻していくことを検討していくとのこと。明日サンシャイン様とご家族様と面談予定あり、退院調整し当院のワーカーへ電話連絡頂けるとのこと。
・阿部　和美様～姉来院し、治験の書類へサイン済み。
・山地　壽治子様～介護保険更新の認定調査　3/11（水）10：00あり、田面木居宅の佐々木氏来院予定。
・下村　慶子様～残存機能の維持・向上を図る為、毎日30分から離床時間を設けていくこととする。
＜要注目患者様＞

・苫米地伊登子様～口腔ケア実施。歯ブラシを口腔内に入れると、口を閉じて拒否見られる。オムツ内確認、パットにタール便少量あり。体温36.7℃　脈拍81回/分　血圧101/45㎜Hg　酸素飽和度96％。呼名反応なく、閉眼したままである。顔色不良、四肢浮腫持続。断続的にいびき様呼吸見られる。酸素飽和度80～90台％。午後、痰鳴ないが、吸引施行し茶色の痰少量あり。苦痛表情みられている。

・三輪　一浩様～体温36.3℃　脈拍68回/分　血圧107/60㎜Hg　酸素飽和度96％。痰鳴あるが、自力で排痰しており、落ち着いている。チューブ弄り見られている。

・是川　トク様～朝食後より腹痛などの不調を訴え、昼食不食。13:50にはホールに出ており笑顔。調子は良くなったとのこと。以前も同様に不調を訴え、午後にはよくなったとおやつを摂取されている。

・谷口　隆良様～スプーンをうまく使えないことあり、介入要している。落ち着かず多動。

・阿部　和美様～継続して徘徊・放尿見られている。
＜退院支援＞
・中村　淑子様～長男様へ退院支援について連絡する。自宅退院ではなく、施設入所ですすめたいとの事。田向、市川、南部山、江陽の施設を申し込みし、今週末には南寿の里を申し込む予定であるとの事。今週末、来院して頂き、申し込んだ施設名を確認したいこと説明すると、了承される。また、介護保険のコピーも持参して頂けるとの事。（要介護1）
・菅井　浩子様～大川ＳＷより情報あり。兄様へ、介護保険更新を依頼。施設申し込み状況について確認すると、申し込みは行っていないとのこと。また、2年程前に他病棟で面談を行った記憶はあるが、それから実施していないということで、現在の状況説明と今後の進め方について面談の希望あり。日程については後日連絡が入る予定となっている。
＜皮膚科診察＞

・山田　石見様～新たに処置②追加有り。①足爪→ケルガー（同処置継続）②足背・趾間→テルビナフィン（落屑＋）
・中市　正治様～臀部発赤軽減しているためのエキザルベ軟膏終了。新たに左臀部へ発疹ありテラマイシン軟膏塗布。他同処置継続。①両足爪→ケルガー②四肢デルモゾール③左臀部→テラマイシン軟膏
・阿部　和美様～両足爪へのケルガー液は継続。左右両第一指、発赤腫脹ある為ゲンタマイシン軟膏塗布の指示あり。
・服部　英喜様～皮膚科にて左下腹部の帯状疱疹は乾燥・痂皮化しているためバラシクロビル飲み切り中止。ビダラビン軟膏なくなり次第終了。次回、悪化無ければ皮膚科診察なしで終了予定。
・安是　和子様～新たに踵部へウリモックス塗布の指示あり。軟膏を本人管理とする。
・三輪　一浩様～臀部の処置変更。エキザルベ軟膏塗布＋ガーゼ保護へ。
